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石―社会的文脈が生み出す価値―
暮らしの中から見つける変化の力
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地
球
は
、
内
核
、
外
核
、
下
部
マ
ン
ト
ル
、

上
部
マ
ン
ト
ル
、
地
殻
の
5
つ
の
層
か
ら
な

り
、
最
も
地
表
に
近
い
地
殻
は
、
玄
武
岩
な

ど
の
ケ
イ
酸
塩
の
火
成
岩
を
多
く
持
つ
海
洋

地
殻
と
花
崗
岩
な
ど
の
ケ
イ
酸
塩
岩
石
を
多

く
持
つ
大
陸
地
殻
の
2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　

石
は
、
人
類
が
誕
生
す
る
は
る
か
前
か
ら

存
在
し
て
き
ま
し
た
。
地
球
最
古
の
石
は
42

億
８
０
０
０
万
年
前
の
も
の
が
カ
ナ
ダ
で
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
系
で
は
、
地
球
の

ほ
か
に
も
金
星
や
水
星
、
火
星
が
岩
石
を
主

と
し
た
惑
星
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

２
６
０
万
年
前
、
人
類
は
石
器
を
手
に
入

れ
、
牙
や
爪
の
代
わ
り
と
し
て
最
初
に
調
理

器
具
を
、
そ
し
て
狩
り
の
た
め
の
武
器
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
は
、
も
と
も
と
は
７

０
０
万
年
前
に
森
を
追
い
出
さ
れ
た
弱
い
猿

の
一
群
で
し
た
が
、
石
器
を
手
に
入
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
食
料
を
手
に
す
る

こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
得
ら
れ
た
カ
ロ
リ
ー

に
よ
っ
て
徐
々
に
脳
の
体
積
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、
よ
り
高
い
知
能
と
認
知
を
得
て

き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
先
史
学
者
で
文
化

人
類
学
者
の
ア
ン
ド
レ
・
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ

ン
は
、
石
器
が
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

よ
う
に
時
代
を
追
う
ご
と
に
進
化
の
ス
ピ
ー

ド
を
高
め
な
が
ら
よ
り
複
雑
な
形
状
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
石
器
は
、

当
時
の
世
界
最
先
端
の
技
術
で
あ
り
、
世
界

中
で
よ
り
優
れ
た
石
器
を
つ
く
る
た
め
の
ト

ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
現
在
石
は
誰
か
ら
も
わ
ざ
わ
ざ

拾
わ
れ
な
い
立
場
に
い
ま
す
。
河
原
の
石
は

誰
に
採
取
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
今
日
も
そ

の
ま
ま
河
原
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
２
６
０

万
年
前
に
、
人
類
の
新
た
な
道
を
切
り
開
い

た
石
器
の
材
料
と
し
て
の
石
は
、
現
代
で
は

特
に
価
値
の
な
い
石
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
石
は
42
億
年
前
か
ら
存

在
し
、
石
器
時
代
に
も
存
在
し
、
現
代
に
も

存
在
し
て
い
ま
す
。
石
が
役
に
立
っ
た
時
代

と
役
に
立
た
な
い
時
代
の
間
に
、
石
自
体
の

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
っ
た
の
は
、
石

で
は
な
く
、
石
が
求
め
ら
れ
活
き
る
と
い
う

社
会
的
な
文
脈
の
有
無
で
す
。

　

価
値
は
、
そ
の
も
の
で
は
な
く
社
会
的
な

文
脈
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま

す
。
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ン
タ
ー
は
１
９

１
２
年
に
著
書
『
経
済
理
論
の
発
展
』
の
中

で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
新
結
合
と
い
う
こ

と
ば
で
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
新
結
合
は
、
物
や
技
術
が
あ
り
き
で

は
な
く
、
先
行
す
る
文
脈
に
対
し
て
具
体
的

な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
、
社
会
が
受
け
入

れ
広
げ
て
い
く
価
値
を
生
み
出
し
ま
す
。
文

脈
が
価
値
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
す
。
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物や技術がありきではなく、先行する文脈に対し
て具体的な関わりを持つことが、社会が受け入れ
広げていく価値を生み出す。

P O I N T !

アンドレ・ルロワ＝グーランによる、石器の進化のスピードを表す図。時代を追
うごとに、より先端が薄く細い複雑な形になる。 出典：Leroi-Gourhan1993, 
p.138(http://www.costech.utc.fr/CahiersCOSTECH/spip.php?article18)

紀元前9000年ごろにヨーロッパに出現した磨製石器。日本では、3~4万年前に磨製石器が登場し、世界最古のも
のとなっている。3~4万年前、日本の文化は世界最高峰の技術水準にあった。
ⒸDidier Descouens（CC BY-SA 4.0）
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